
 令和７年度水力発電導入加速化事業費（初期調査等支援事業のうち水力発電の事業性評価に必要な調査及び設計等を行う事業）  ①水力発電事業性評価事業 実施概要                                            令和 8年 2月 
 

月布川水力発電所事業性評価事業 

 
１．事業の目的 
   水力賦存量が豊富な本地点において、水力発電事業の実現に向け、地形測量、地質調査、基本設計、正常流
量調査を行うことで実現可能な計画の立案及び事業コストを明らかにし、確度の高い事業性評価を実施する。 

 
２．事業の内容 
  （１）事業者名 

 リニューアブル・ジャパン株式会社 
  （２）補助事業の名称 
    月布川水力発電所事業性評価事業 
  （３）事業期間 
    令和 6年度：令和 6年 10月 24日 ～ 令和 7年 2月 21日 
    令和 7年度：令和 7年 5月 16日 ～ 令和 8年 2月 20日 
  （４）調査を実施する発電設備の概要 

a.発電形式 ： 流込式（水路式） 
b.使用水量 ： 1.68m3/s 
c.有効落差 ： 146.22m 
d.出  力  ： 2,009kW 

３．令和 6年度および令和 7年度の事業実施概要 
  （１）令和 6年度 

①地形測量:令和 6年 11月から令和 7年 2月に 2級基準点測量及び UAVレーザー測量を実施。 
②地質調査令和 6年 11月から令和 7年 2月に重金属調査及び発電所付近でのボーリング調査を実施。 
③正常流量調査令和 6年 11月から令和 7年 2月に正常流量調査を実施。 

  （２）令和 7年度 
①地質調査：令和 7年 7月から令和 7年 9月にトンネル坑口、水槽、水圧管部のボーリング調査を実施。 

   ②弾性波探査：令和 7年 6月から令和 8年 1月にトンネル掘削想定ルート上の地質を調査。 
   ③基本設計：令和 7年 7月から令和 8年 2月に基本設計を実施。 
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４．事業の成果等 
（１）令和６年度 
地形測量により、取水、水路トンネル、ヘッドタンク、発電所、放水計画地点の地形を把握でき、発電所ボーリン

グ調査により地盤強度を確認するとともに基本設計に必要となる情報を得ることができた。また、重金属調査により、
自然由来の重金属が含まれているリスクが低いことを把握し事業費に大きな影響を及ぼさないことが確認できた。 
正常流量調査により、発電電力量の算出に必要な維持流量を算定することができた。 

（２）令和７年度 
ボーリング調査により、当初計画した水槽や水圧管設置部の工事影響範囲および工事費の推定がなされ、これ

により導水路ルートの変更を行うこととした。また、弾性波探査により地中深くの地質やその強度を推定し、各地質
強度に対するトンネル断面構造の設計の基礎データとした。 
上記調査およびトンネル施工計画も踏まえた取水口、水槽、発電所の平面・断面等の基本設計を行い、有効落

差を算出することで年間発電電力量を算定することができた。 
 

以上から、当初想定した取水方式や導水路ルートから計画変更し、最善の設計と発電電力量の試算によって、
事業性評価を行ったが、結果事業性は無しとなった。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．事業スケジュール 
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